
























～ 10 日」44.0％、「7 日未満」28.4％と 7 割が 10 日までを希望し、費
用は「人数制限はあるが全て学校負担」62.7％、「学校が一部負担」
30.6％であった。「学校が一部負担」と回答した者の自己負担は「10





























【結果】平成 20 年 4 月から平成 25 年 12 月まで深谷赤十字病院に入
院した脳卒中の患者 1590 例のうち脳卒中地域連携パスを使用した
症例は 76 例（4.8％）で、年齢は 38 歳から 89 歳（平均 63.9 歳）、男：
女＝ 2：1 であった。脳梗塞 46 例、脳内出血 28 例、くも膜下出血
2 例であった。パス使用例の各年の平均在院日数は平成 20 年 39.5
日、平成 21 年 33 日、平成 22 年 45.9 日、平成 23 年 53.2 日、平成
24 年 43.1 日、平成 25 年 45 日であり、全脳卒中の平均在院日数は
平成 20 年 39.1 日、平成 21 年 27.1 日、平成 22 年 31.2 日、平成 23
年 32.5 日、平成 24 年 40.8 日、平成 25 年 30.2 日であった。年毎の
パス使用症例数は平成 20 年 2 例、平成 21 年 8 例、平成 22 年 7 例、
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東京都では平成 20 年 4 月に東京都脳卒中医療連携協議会が発足し
脳卒中の地域連携についての話し合いが行われた。発足当初は脳卒
中急性期患者が適切な病院に迅速に搬送されるような仕組みをが構
築された。当院も平成 21 年 3 月に東京都急性期医療機関の登録が
行われた。当院の存在する区南部では、その後地域連携パスについ
ての話し合いが行われ当地域においては回復期病床が少ないのどの
























25 年度の 2 年間行った。テレビメディアを用いて医師、看護師、
消防士、患者さんが出演する 60 秒、30 秒、15 秒スポットを 22 タ
イプ作成、684 本放映した。また特別講演とパネルディスカッショ
ンで構成される「ストップ脳卒中シンポジウム」を 24 年度長野市、
25 年度松本市で、それぞれ講師に西城秀樹さん、山川静夫さんを
選任し開催した。その他健康番組の放映、脳卒中の基礎知識やキャ
ンペーン内容などを視聴できる WEB サイトの開設、小冊子「わた
くしたちの健康読本：脳卒中」の発刊、ポスター、ミニパンフの配
布などを行った。
【IT を用いた医療連携の試み】長野県ではＮＰＯ法人「信州メディ
カルネット」を立ち上げ IT を用いた医療連携を推進している。す
なわち情報公開医療機関は電子カルテサーバーと連携サーバーを設
置し、専用回線で信州大学内に設置された中継サーバーに接続、情
報を公開する。情報参照医療機関はパソコンとインターネット環境
を用意し、インターネットのＶＰＮ回線で中継サーバーに接続し情
報を得る。このシステムを利用し、脳卒中地域連携パスも運用開始
した。患者さんの同意を得た後、急性期病院、回復期リハビリ病院、
維持期の診療所は患者さんの動きに合わせ各フェースでパスの記載
が可能となる。各医療機関はサーバーに接続することでいつでもパ
スの進捗状況が把握可能である。
【今後の試み】今後脳卒中予防のため高血圧対策や脳卒中患者さん
向けに「脳卒中ノート」の作成を検討している。
